
第
２
巻（
上
）　《
復
興・防
災
編
》





第
2
巻(

上)《
復
興･

防
災
編
》



表紙写真（上から）
2011 年３月 15日　田老　防潮堤から被災したたろう観光ホテル、乙部方面を望む
	 撮影：宮古市
2014 年 12 月６日　田老　防潮堤からたろう観光ホテル、造成が進む乙部高台を望む
	 撮影：宮古市
2016 年  ６月８日　田老　防潮堤から三王団地（乙部高台）を望む　撮影：宮古市



　
こ
の
た
び
、「
東
日
本
大
震
災 

宮
古
市
の
記
録　
第
２
巻
」
の
発
刊
に
あ
た
り
、
改
め
て
こ
の
震
災
に
よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
当
市
は
、
平
成
24
年
７
月
に
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
復
興
計
画
を
策
定
し
、「
す
ま
い
と
暮
ら
し
の
再
建
」「
産
業
・
経
済
復
興
」「
安
全
な
地
域
づ
く
り
」
の

３
つ
を
復
興
の
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。「
安
全
な
地
域
づ
く
り
」
で
は
、取
り
組
み
の
方
向
の
一
つ
に
「
災
害
記
憶
の
後
世
へ
の
継
承
」
を
掲
げ
、

平
成
24
年
度
よ
り
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
記
憶
伝
承
事
業
と
し
て
、
震
災
関
連
資
料
の
収
集
や
体
験
談
の
聞
き
取
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
度

に
は
「
東
日
本
大
震
災 

宮
古
市
の
記
録　
第
１
巻
」《
津
波
史
編
》
を
刊
行
し
、
東
日
本
大
震
災
に
限
ら
ず
津
波
常
襲
地
帯
と
言
わ
れ
た
当
地
方
の
津
波
被
害
の

写
真
や
資
料
を
収
録
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
第
２
巻
（
上
）《
復
興
・
防
災
編
》、（
下
）《
記
憶
伝
承
編
》
は
、
震
災
の
記
憶
を
後
世
の
教
訓
に
生
か
す
こ
と
を
主
眼
に
、
被
災
者
の
皆
さ
ま
、
救
助

者
、
支
援
者
、
事
業
者
な
ど
多
く
の
皆
さ
ま
の
経
験
や
取
り
組
み
を
記
録
す
る
も
の
で
す
。

　
上
巻
で
は
、「
第
１
部　
震
災
と
復
興
の
記
録
」
に
お
い
て
、震
災
時
の
避
難
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
や
救
援
物
資
、支
援
な
ど
応
急
復
旧
の
概
要
を
整
理
し
、

宮
古
市
の
復
興
へ
の
取
り
組
み
を
収
録
し
ま
し
た
。「
第
２
部　
防
災
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」で
は
、今
後
の
防
災
へ
の
観
点
か
ら
宮
古
市
の
震
災
対
応
や
復
興
計
画
、

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
下
巻
で
は
、
民
俗
学
の
手
法
に
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
方
の
実
体
験
を
聞
き
取
り
、
第
１
部
で
は
「
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
」
と
し
て
、
地
域
ご
と
に

津
波
の
体
験
談
を
収
録
し
ま
し
た
。
第
２
部
で
は
「
各
分
野
で
の
取
組
み
」
と
し
て
、
医
療
、
障
が
い
者
・
高
齢
者
、
子
ど
も
、
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
観
光
な
ど
を
主
な
テ
ー
マ
に
、
震
災
時
の
対
応
と
取
り
組
み
で
構
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
記
録
誌
は
、
当
市
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
と
し
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
研
究
や
、
防
災
教
育
な
ど
に
末
永
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
末
筆
と
な
り
ま
す
が
、
本
記
録
誌
作
成
に
あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
、
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
記
録
編
集
委
員
会
の
神
田
よ
り
子
委
員
長
並
び
に
南
正
昭

副
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
委
員
の
皆
様
、
取
材
に
応
じ
て
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
各
種
資
料
・
記
録
の
収
集
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

関
係
機
関
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、
刊
行
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
29
年
３
月

刊行にあたって

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
行
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
古
市
長
　
山 

本 

正 

德


	空白ページ
	空白ページ



